
東京文化資源会議第11回公開シンポジウム

時層する東京と社寺会堂
東京文化資源会議の「湯島神田上野社寺会堂研究会」では、歴史的かつ世界的に特徴ある駿河台・湯島
台・本郷台に集積した各種「社寺会堂」について、建築学・都市学・哲学・社会学ほか多角的な視点か
ら議論と検討を重ねてきました。本シンポジウムでは、本研究会の3年間の活動報告を行い、地域文化資
源の可能性、これからの東京都心の行方について討議します。

入場無料。参加は、以下の申込フォームからお願いいたします。
http://bit.ly/2oPKNHY

2019年 11月 6日 18:00-20:30
湯島聖堂斯文会館講堂 東京都文京区湯島 1-4-25

水日時

場所

受付開始
17:30 

アクセス http://www.seido.or.jp/access.html

第一部 報告
東京文化資源会議湯島神田上野社寺会堂研究会から

• 吉見俊哉（東京文化資源会議幹事長、本研究会座長、東京大学
教授：社会学）

• 中島隆博（東京大学教授：東洋哲学）
• 宇野 求（東京理科大学教授・建築家：建築学）
• コメンテータ 斎藤希史（東京大学教授：中国古典文学）

第二部
パネルディスカッション

• 土居義岳（九州大学名誉教授：西洋建築史）
• 中島隆博（前掲）
• 清水祥彦（神田明神宮司）
• 吉見俊哉（前掲）
• 宇野 求（前掲：進行）

参加・申込み

プログラム（概要）

こちらからも
申込可能です



プログラム内容
第一部 報告 東京文化資源会議湯島神田上野社寺会堂研究会から
吉見俊哉（東京文化資源会議幹事長、本研究会座長、東京大学教授：社会学）
中島隆博（東京大学教授：東洋哲学）
宇野 求（東京理科大学教授・建築家：建築学）
コメンテータ 斎藤希史（東京大学教授：中国古典文学）

第二部 パネルディスカッション
土居義岳（九州大学名誉教授：西洋建築史）
中島隆博（前掲）
清水祥彦（神田明神宮司）
吉見俊哉（前掲）
宇野 求（前掲：進行）

東京文化資源会議第11回公開シンポジウム

時層する東京と社寺会堂

開催の趣旨
約150年前、明治政府は、渡来する宗教家・学者・技術者を通じて、世界の新しい技術と知見の

導入に意を注ぎました。江戸は東京と改名され、天皇の居城となった旧江戸城（現在の皇居）周辺
には、多くの学校と宗教施設が開設されていきます。なかでも、駿河台・湯島台・本郷台に集積し
た各種「社寺会堂」には、全国から若者が集い、そこから日本の近代化に大きな役割を果たすこと
になる多くの大学が生まれました。東京文化資源会議の「湯島神田上野社寺会堂研究会」では、歴
史的かつ世界的に特徴あるこの地域について、建築学・都市学・哲学・社会学ほか多角的な視点
から議論と検討を重ねてきました。
本シンポジウムでは、本研究会の3年間の活動報告を行い、ポスト・オリンピック・パラリン

ピックの「駿河台・湯島台・本郷台」を念頭に、グローバリゼーションとローカリティが拮抗する
中に維持される地域文化資源の可能性、これからの東京都心の行方について討議します。

会場、アクセス
湯島聖堂斯文会館講堂
東京都文京区湯島 1-4-25
JR御茶ノ水駅 徒歩2分
東京メトロ千代田線新御茶ノ水駅 徒歩2分
丸の内線御茶ノ水駅 徒歩1分

申込方法
下記の申込フォームからお申し込みください
（お問合せ先：東京文化資源会議事務局金井 kanaiyasko@gmail.com）

http://bit.ly/2oPKNHY
主催 東京文化資源会議 https://tcha.jp/

2019年 11月 6日(水) 18:00-20:30  （※受付開始 17:30）


